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季節の話題と英単語

 ３，４年⽣は約１０回、５，６年⽣は約２０回、英語の授業が
終わりました。英語の授業で⼤切にしていることは２つありま
す。①たくさんの英単語を聞いたり、話したりすること、そし
て、②たくさんの表現を使ってやりとりをすることです。
 ①の英単語に関しては、⽇常⽣活でよく登場する⾊、形、数、
スポーツ、⾷べ物、果物、動物…などです。⾔語の習得の基本
は、単語を覚えることです。まずは、「聞いてわかる⾔葉」を増や
し、そして「⾃分で⾔える⾔葉」を増やしていきます。
 ちなみに、「⻑⽅形」って英語で⾔えますか？私⾃⾝⼤⼈になっ
てから知りました。なんと⼩学校３年⽣で習います。rectangleで
す。５年⽣になると教科書付属のピクチャーディクショナリーを
使い始めます。中学校で英語を教えていた⽴場としては、これは
⾮常に素晴らしいアイテムです。ここにある英単語をすべて⾔え
たら、とってもすごいことです。⼩学校にいるうちにできるだけ
たくさんの英単語に触れられるように授業をしています。
 英単語を書かせる活動は⼩学校のうちはほとんどしません。（学
習指導要領によると、なぞったり、写したりする活動までです。）
中学⽣になると書く活動が本格始動です。その対策として、「⾳と
⽂字のつながり」を丁寧に指導しています。つながりが理解でき
ると、初めて⾒た英単語も「推測読み」ができるようになりま
す。さらに、「推測書き」も可能です。そうなってから、中学校に
上がると、英語の学習が⾮常に楽になります。
 ②のやりとりに関しては、「好きな∼は何？」や「∼できる？」
などシンプルなものを学んでいます。５、６年⽣はかなり⾼速で
やりとりしています。⾔語はコミュニケーションのための道具で
す。「テストでいい点数が取れる」ことが「英語ができる」ことで
はないと思っています。⾔いたいことが⾔えるよう特訓中です。
 

 最近、英語の時間に歌を歌っています。英語の歌です。３年⽣の教科書に
出てくるレインボーソングや映画が有名なリメンバー・ミーです。
 私が⾼校⽣の時、ALTの先⽣がギターを弾いて歌ってくれたのを今でも
覚えています。歌をきっかけに英語を好きになってくれたら嬉しいです。

Afte r � the � r a i n � comes �a � r a i nbow .
（⾬のあとに、虹は出る。）

★⾬は「⾟いこと」の例えですね。
⾟いことがあっても、下を向かず、前を、上を⾒続けよう！

虹（いいこと）にであえる可能性がありますよ！

 What�season�do�you�l ike?と尋ねられたら、なんと答えますか？
私は意外と梅⾬が好きです。梅⾬は、⾬が多いという意味でrainy�season
と⾔うことが多いですね。この時期は、湿度が⾼い。It’s�humid.と表現
します。梅⾬が好きな理由は「紫陽花」が好きだから。hydrangeaと⾔い
ます。カタツムリのスローな動きもいいものです。snailと⾔いますよ。


